
 

 

R.I 会長 バリー・ラシン 

国際ロータリー第 2840 地区 2018-2019 年度 国際ロータリーのテーマ 

 BE THE INSPIRATION 

善意というものがないなら 

  ロータリークラブは唯の社交クラブだ。 

  職業は金儲けのためでしかなく、 

  社会奉仕というも施しにすぎず、 

  国際奉仕は外交以外の何ものでもない。 

２０１９年 

会長 松島宏明 幹事 木村洋一 

        クラブ会報・情報委員会  飯塚荘一・大島千賀子・飯山順一郎 

パストガバナー 前 原 勝 樹 

第３０９６回例会 
(１月２１日(月)第２例会) 

１月２８日号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 点 鐘                                                                                       

２． ロータリーソング斉唱 

３． 来訪者紹介 

 ４.  ロータリー情報アワー 

 ５． 出席１００％表彰 

 ６． 会長の時間 

 ７． 幹事報告 

 ８． 委員会報告 

 ９． 卓 話 

      「つながりからうまれる新しい価値」 

      一般社団法人ジョブラボぐんま 代表理事 

      株式会社 FM桐生 営業/アナウンサー 

                     宮坂 あつこ 様 

１０． 点 鐘

 

 

 <足利東 RC> 石井 道康 君               <卓話者> (一社)ジョブラボ群馬代表理事 

                                         ㈱FM 桐生 営業/アナウンサー 宮坂 あつこ様 

                                  

ロータリー情報アワー 会員研修委員長 堀 明 君 

平成 31 年を向え新年のスタ－ト当たる 会員研修委員

会 担当によるロ－タリ－情報アワ－を行なえる事に感

謝致します｡さて､ 会員研修委員会のロ－タリ－情報ア

ワ－は直近三代の会長が委員を務め､年 6 回 ロ－タリ

－に関する情報を皆さんに伝えるスピ－チをする事に

なっています｡私は､3 年目を向え今回の情報アワ－が

最後になります｡今回は､3 年間努めて私なりにロ－タリ

－について感じた事をお話したいと思っています｡ 

 なぜロ－タリ－クラブに入会したのか 

私の勤めていた設計事務所の所長は桐生 RC の会員

で有りました｡その所長が突然亡くなり職業分類が空い

た為､私が推薦されました｡多少ロ－タリ－の事は聞いて

いましたので入会しましたが正直仕事に繋がるな～ 知

合いが増えるかな～ と俗世適な考えも有りました｡ 

それから28年が過ぎ RCが知らず知らずの内に私を成

長させていたのです｡それは自分のから他人の事を考

えるようになったという事です｡自分の人生 生き方を教

えてくれ､自分を成長させてくれたのが RC であったよう

です｡それは､多くの例会や会合に参加する事 特に地

区の会合には積極的に参加して自ら楽しみ､多くのロ－

タリアンと友なる事で多くの知識を得る事が出来ます｡ 

 その上で､初めて他者に目が向き､他の団体や地域へ

の奉仕の心が生まれのだと思います｡私は､RCで人間と

して成長したと確信しています｡ 

 

 皆様もロ－タリ－クラブになぜ入会したのか 考えて見

て下さい｡ 

3 年間 会員研修委員会の情報アワ－が無事に終了出

来た事に 皆様のご協力に感謝して 情報アワ－を終わ

りにさせて頂きます｡ 

 

 

 

出席 100％表彰 

 

 

 

会長の時間 

1 月は職業奉仕月刊です。ロータリークラブは職業人の

集まりですが、いつも仕事優先かロータリーに参加する

かといった判断に悩むという声を聞きます。最近の出席

率の低下も社会情勢とともに、ロータリアンの考え方の

変化があるのではないかと思います。 

私自身仕事をしつつお金を稼ぎお生計をたてています。

お金にはならなくとも必要と考える活動に時間を割き、

様々な活動もしてきました。その折り合いをと考えた時、

一生懸命に頑張った結果は誰かが見ているし、信頼も

返してくれる。更にその信頼は次に広がりを見せてもく

ようこそビジター 

 須永 博之君 ７回 

 木村 洋一君 ６回 



 

れる。それに対してきっちり仕事を行い、そのフィーを受

け取ることはある意味当たりまえだし、それ以上ではな

いもかもしれないとも思ったりします。それでも、一生懸

命というところでは同じでなくてはならないと考えてきま

したし、今もそう思います。日々悩み日々精進ですかね 

 

《報 告》 

・1/7  定例理事会 

     桐生商工会議所新春互礼会 会長 

・1/14 成人の日の為、休会 

・1/15 桐生 4ＲＣ会長幹事会  

・1/17 桐生青年会議所新年互礼会 

 

《予 定》 

・1/22 次年度理事役員予定者会議 

・1/24 太田ＲＣメイク 会長・幹事 

・1/26 会員組織強化・女性ﾈｯﾄｰﾜｰｸ委員会合同会議     

    疋田ＰＧ 

 

《その他》 

・塚越平人元会員の奥様が 1/21 ご逝去されました。 

 

幹事報告 

 ・ガバナー事務所より「2019 年決議審議会決議案提 

  出のお願い」が届いております。 

 ・ぐんま経済新聞に松島会長が掲載され、人数分あ 

  りますのでお持ちください。 

 ・わたらせ養護園より「とんがりやね」が届いております。  

 ・日本てんかん協会より「からっかぜ」が届いておりま 

  す。 

 ・桐生南、桐生西、桐生赤城の各ＲＣより週報到着。 

  

委員会報告 
出席委員会 

本日の出席(平成 31 年 1 月 21 日) 

総員 66 名：出席 33 名 

平成 30 年 12 月 17 日例会修正出席率：78.78％ 

 

ニコニコボックス 

前原勝君…新年おめでとうございます。遅ればせながら

皆様のお手元にお配りしました「開運クロス」どうぞお試

しください／坂入勝君、柳明彦君…宮坂さんをお迎えし

て／須永博之君…田中一枝さん先日は、御馳走様でし

た／須永博之君…小林雅子さん先日は、会社見学させ

て頂きありがとうございました。九州からの知人も感激し

ていました／澤田匡宏君…家族合同忘年ｸﾘｽﾏｽ会で

景品が当たりました／園田誠君、増山大祐君…誕生祝

／須永博之君、木村洋一君…出席 100％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 卓 話 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．株式会社 FM桐生について 

◆コミュニティ放送局 

2019 年 1 月現在、全国 324 局（群馬県内 7 局) 

最大出力は 20W 

FM を使用する放送事業者は 

「県域放送」と「コミュニティ放送」に区分 

放送エリアが地域（市町村単位）に限定 

地域密着。地域の商業、行政情報や独自の地元情報

に特化。 

使命は、防災・災害放送。 

阪神淡路大震災以降に激増し、今も増え続けている 

株式会社 FM桐生 

群馬県桐生市本町５丁目 365-01 桐生ガスプラザ３F 

TEL:0277-22-3339 FAX:0277-32-5952 

◆代表者 代表取締役 塚越 隆史 

◆設立 2007 年 1 月 24 日 ◆資本金 5700 万円 

◆開局 2007 年 7 月 1 日 

◆放送エリア 桐生市及びみどり市周辺地域 

◆事業内容 

 ・放送事業 ・放送番組等の制作及び販売 

 ・イベント企画・運営 ・インターネット関連事業 

◆施設概要 

  呼出符号(コールサイン)： JOZZ3BN-FM 

  周波数： 77.7MHz 

  送信出力： 桐生局（桐生ガス本社ビル）20W 

        新里局（桐生市清掃センター）2W (2013 年 

◆内勤スタッフ 7 名(うち、正社員 3 名) 

◆パーソナリティ 多数 

  大学生、高校生、主婦、活動家、アーティスト、芸人、 

  マイノリティなど 

  ダイバーシティ 

  働き方改革（フレックス/テレワーク） 

１．イベント会場からの放送 

   2018年中継放送の様子（ビジネスマッチングフェア、  

   ブルーインパルス） 

１．司会派遣(総務省イベント、桐生映画祭等) 

 

FM 桐生公式アプリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「つながりからうまれる価値」 

  

一般社団法人ジョブラボぐんま     

 株式会社 FM桐生 営業/ｱﾅｳﾝｻｰ               

   

           宮坂 あつこ 様 

 



 

災害時におけるコミュニティ放送の特色 

・自治体が発表するライフライン状況、避難所の開設、

救援活動等の詳細な情報をリアルタイムで 

・送信設備、放送設備、放送スタッフが確保されており、

臨時災害放送局にすぐできる 

・自治体と災害時の放送に関する協定を締結し、災害

放送を行う体制が確保されている 

・緊急割り込み放送を利用し、他の放送に優先した臨時

放送が可能 

 

緊急告知 FM ラジオ (2013 年 10 月開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による 

緊急情報、桐生市が発信する避難勧告や避難指 

示などの緊急を要する情報をＦＭ桐生放送波を 

利用して発信するものです。 

放送を 聴いていない状態でも、自動的に電源が 

入り、最大音量で放送が流れます。通常はＦＭ 

桐生のラジオ 放送を聴くことができます。 

※ 全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による 

緊急情報 ・国民保護情報（ゲリラ・特殊部隊攻 

撃情報、航空攻撃情報、弾道ミサイルに関する 

情報、 大規模テロ情報） ・緊急地震速報（推 

定震度５弱以上） ・記録的短時間大雨情報 ※ 

桐生市が発信する緊急情報 ・避難勧告、避難指 

示、その他人命に係る緊急情報 

 

２．一般社団法人ジョブラボぐんま 

◆代表理事  宮坂あつこ 

◆理事 

小保方貴之 株式会社 FM 桐生 営業・制作局長 

角田真住  合同会社 Armonia 代表 

        Alopecia Style Project Japan 共同代表 

積田有平  株式会社 スペースマーケット 社長室 

        内閣官房 シェアリングエコノミー伝道師 

星野智昭  株式会社 MADE FROM 代表 

◆監事 

津久井真澄 桐生信用金庫 理事長 

星合隆成  崇城大学 情報学部 教授 

◆社員 

株式会社ミツバ 

桐生瓦斯株式会社 

株式会社 FM桐生 

Vision：ひとりの志をみんなの価値に。 

ー Each mind makes our future ー 

ただひとつ、真実と言えるのは、あなたのその想い。 

きっとそこには、社会に共感、共振、共鳴を生むタネが

ある。ひとりの志を、未来のみんなの可能性や希望にで

きたなら、きっと、暮らしの、働き方の、社会の、あるべき

姿が見えてくる。その志にこそ、価値がある時代へ。 

私たち、ジョブラボぐんまは、誰かの夜道を、軒先の明

かりが照らすように、一人ひとりの志に寄り添い、その一

歩先を明るく照らします。 

一般社団法人ジョブラボぐんまは、SCB の理論をベース

に活動しています。 

SCB とは、Social Community Brand 地域コミュニティブ

ランド の略称です。 

2011 年に崇城大学情報学部 星合隆成教授によって

提唱された ICT の理論を人的ネットワークに応用した

「地域活性化理論」です。 

モノのブランディングから活動のブランディングへ。 

活動をブランディングすることで、様々なモノやコトが生

まれます。中央集権型のネットワークの世界が、P2P の

技術で拡張したように、現実のコミュニティを拡張させら

れることが出来たらどうか？ 

つながりを科学することで、コミュニティはもっと加速し、 

大きなうねり、新しい風を、私たちの暮らしに可能性を与

えてくれるのではないか。 

私たちは、単なる起業支援や創業支援に留まらず、 

つながりの設計を丁寧に行なうことで、持続的な活動へ

と転換させるノウハウを 

地域に提供していきたいと思っています。 

 

２．一般社団法人ジョブラボぐんま現在の活動について 

◆プラットフォーム構築事業 

 “起業支援のためのプラットフォーム”を構築していく。 

現在、以下に挙げる６つの“機能”が必要だと考えてい

ます。 

①ファイナンス：金融機関・クラウドファンディング・VC   

 など 

②メディア：FM桐生・ケーブルテレビ・新聞各社・テレビ 

  局など 

③コーディネート：マッチング機能 

④エデュケーション：新入社員に絞った段階的な人材 

 育成プログラムの提供など 

⑤リサーチ：商品やサービスのモニタリング機能 

⑥検証：プラットフォーム自体の評価機能 

＊その他に必要な機能がないかを継続的に検討・検証 

 

メンバー 

コミュニティラジオ局、自動車部品メーカー、 

ライフライン企業、大学教授、商工会議所、金融機関、 

医師、産廃業者、社会起業家、土木建築、農業法人、 

食品加工、 投資家、NPO、 IT、広告代理店、 

学生と社会人のマッチング事業、食品企画販売、 

建築家、多言語事業、呉服店、包装資材、酪農畜産家、 

美容師、まちおこし協力隊、洋菓子店、コピーライター、 

介護士、公務員、議員など 

 

◆イベントの企画・実施・協力 

  

①主催イベントの実施 

  基調講演＋ワークショップの形式でフォーラム実施 

②パネルディスカッション等のコンテンツ開発 

  各種コンテンツの開発と提供 



 

③その他 

 ケースメソッド等の学びの場の構築について準備中 

 

◆JobLabRadio（FM桐生にて放送中） 

 当団体の活動発信や、経営者へのインタビュー。 

 様々な有識者や活動家へのインタビューも行う。 

 

◆各種相談事業（一部ミラサポの仕組みを利用中） 

 現在、複数の事業者の相談を受けている。 

 工務店、オーガニックショップ、製造業、 

 金属、医療、繊維業など 

 

・活動は目的を達成させるための手段 

・目的は一人の志をみんなの価値に転換させること 

・みんなでやる 

 

 中小企業の経営課題を解決するプラットフォーム作り 

「販路拡大」と「人材不足」を支援する取組み 

 

◆実施期間 

 2018 年 10 月～2021 年 9 月までの 3 年間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ポイント 

 ネームバリューにとらわれない地元企業情報を、 

 保護者や教員へ提供 

 

◆活動内容 

・地元志向の高校へリクルートについての意識調査、リ

サーチ 

・きりしん職員や学生へ取材術のセミナー実施 

・市内企業への取材 

・企業情報を冊子や web にまとめて掲載 

・学生と企業のマッチングの場も提供 

 

 

 

「つなぐ」とは？ 

 

氷山の一角、の、氷山の下の部分 

本質は隠れているのではないか 

 

新しいタネをみつけあい、つなぎあいたい 

 

ぜひ、みんなでやりませんか？ 

ラジオがやりたい！しゃべってみたい！ 

書いてみたい！表現したい！ 

桐生のいいところをシェアしたい！ 

地域活性化を研究したい！ 

枠を超えたコミュニティを作りたい！ 

地域貢献したい！ 

FM桐生 0277-22-3339 へ！ 

 

                                     

 

     本日の食事           ✿本日のお花✿ 

 

 

 

     

 

 

 

     ア・ポアン カレー        

 

 

 

 

 【例会予告】 

 

2 月 4 日(月)  ♦ 卓 話  前年度未来企画答申 

               

          ♦ 食 事  とんかつ ほしの 

 

   11 日(月) 休 会 

 

   18 日(月) ♦ 卓 話  新入会員卓話 

                   丹羽あゆみさん 

                   中村 光孝君 

          ♦ 食 事 バリエ 

 

   25 日(月) 夜間例会 

          桐生第一高校 IAC との交流会 

           点鐘：午後 6 時 30 分 

           場所：桐生倶楽部 

          ♦ 食 事  大 龍 


